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5 月 17 日（日）、午前 9 時から広瀬舘地域づくり協議

会主催による恒例の城山登山道整備を行いました。 

                 当日は、天候も良く 10 名の参加者で草刈り、倒木の

処理、急こう配の登山道のクサリの設置などを行い、大

変登りやすくなりました。 

                 また、昨年は頂上の木を伐採したので、頂上からの視

界が開け、展望（見晴らし）が大変良くなり、砺波平

野、広瀬舘地区一帯が一望できるようになり、お天気が

良い日は立山連峰も望むことができます。 

 もっと多くの人にこの歴史ある城山に登り、城山の素晴らしさを味わい、地域を知る一環

としていただけることを願っています。 

 今回参加していただいた皆さん暑い中、ご協力ありがとうございました。 



５月１６日（土）、南部小学校で、運動会が開催されまし

た。今年のスローガンは「最高の運動会を目指して一人一人

が全力を出し切ろう」で、開会式では松井昌美校長の挨拶の

後、選手宣誓が行われました。 

当日は五月晴れの好天に恵まれ、子どもたちは、保護者、

家族そして地域の人たちの声援を受けて元気いっぱい頑張り

ました。 
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児童の安全安心を目指して 

 

 

 

４月２４日（金）、福光南部小学校（松井昌美校長）で、南部校

区安全の集いが行われました。これは児童が安全な登下校と

日常生活を送ることができるよう保護者や地域の皆さんで見

守っていることを児童に知ってもらうことを目的としたもので、

毎年４月に開催されています。 

冒頭、南部校区パトロール隊の山下透本部長（西太美地域づ

くり協議会会長）が「皆さんの元気な声がうれしい。皆さんが安

全に行き帰りできるように見守っています」とあいさつ。西太美 

の北名駐在官が「皆さん道路を渡るとき、どうしますか」と問いかけ。登下校時の道路横断の仕方」

について説明がありました。続いて、児童代表の６年松坂律希さん（舘）が「見守ってくださってあり

がとう。これからも安全に登下校します」と感謝の言葉を発表しました。最後にステージで「いかの

おすし」を発表しました。いか・の・お・す・しは、「不審者から声をかけられたら「行かない。乗らない。

大声を出す・すぐ逃げる・知らせる」の意味です。 

 広瀬舘地区の皆さん、引き続き、児童の登校時や放課後に見守りと声掛けをお願いします 
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4 月 25日（日）、午後７時から、令和７年度広瀬舘地域づくり協議会総会が広瀬舘交流センタ

ーで行われました。出席者は 24 名で、議長の才田会長の進行で、令和７年度事業報告・決算及

び令和８年度事業計画案・予算案について審議されました。今年度は広瀬舘地域づくり協議会

の役員改選の為、新役員での総会を行いました。下記に新協議会役員を紹介します。 

会 長 才田 清志（再）  

副会長 堀 英男（新）《祖谷》 湯浅 郁子（新）《小坂》 

評議員 加藤新平（新）《舘》 常本 良孝（新）《小坂》 

顧 問 北名 和貴《西太美駐在官》 

監 事 湯淺 武（再）《小坂》 三吉 勝彦（新）《祖谷》 

理 事  

《舘》 加藤 昭悦（再）才田 和昭（新）加藤 誠（再）加藤正剛（再） 

《小坂》北村 容一（再）常本 善光（新）湯淺 卓也（再）常本 保広（新） 

    常本 一也（再）北村 幸雄（再）吉野 康隆（新）岩崎 武則（再） 

《祖谷》湯浅  正（再）森田 善光（新）長谷川 健一（再）渡辺 寛樹（再） 

《地域づくり支援員》 吉田 敏一（再）吉田 麻紀（再）（敬省略） 

  

5 月 8 日（金）、午後 7 時より南砺市役所別館 3 階大ホールに於い

て、南砺市の 2 つの公立病院再編をめぐる住民説明会が開かれまし

た。説明会には、およそ 160 人の多くの住民が参加し、会場は満席

となり会場の外で聴衆する人もあり、住民の皆さんの関心の深さが

感じられました。 

最初に市側から、市の再編の基本方針が説明されました。 

☆医師・看護師の不足や市の財政面から 2 病院の運営は厳しく、南砺市立病院に手術と救

急機能を集約し、南砺中央病院をリハビリや長期療養を受け入れる再編の方針が示され

ました。 

☆田中市長は病院をなくす再編ではなく、機能集約で医療体制を最適化して、地域医療を

守る体制を築く必要があると述べました。 

 これに対して、参加者からは「市の真ん中にある中央病院に医師を移し、救急などを福

光に残すべき」との意見が相次ぎ、「昨年 12 月に市に提出した再編撤回の 1万 2400 人もの

署名を市はどう捉えているのか」、「議論が深まっていない。市の説明不足」等の多くの意

見が出され市民の皆さんの関心の高さを改めて感じるとともに、「医療が受けにくく医療難

民が生まれるのではないか」という不安の声が聞かれました。 
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令和 7年度決算・8年度予算の概要 

                 令和 7 年度の総支出額は 11,285 千円で、広瀬舘地区の活性化

に使用されました。このうち、7 年度に新たな施策として、令和 6 

 年度に実施した「話し合い事業」で出されたクロモ

ジの活用と、オータムフェスティバルに取り組みま

した。 

  クロモジの活用では、城山登山道整備の際に採

取したクロモジをクロモジ茶にするための粉砕機を

購入し、試作しました。また、クロモジの葉をハーブ

にするための乾燥機も購入しました。出来上がった

お茶の試飲会も行い、香り高いクロモジ茶を楽しん

でもらいました。 

                     オータムフェスティバルは、話し合い促進事業の

後、参加者から施策実施の提案があり、実施したも

ので、新たに結成された「waiwai ひろせたち」のメン

バーが中心となってフリーマーケットの設置や、イ

ベントが実施されました。 

                     このほか、農村公園の夜間の安全を確保するた

め、太陽光発電の防犯灯を設置しました。 

           

令和８年度の予算総額は、11,619 千円で、収入の７１％を市の

交付金が占めています。令和８年度も、地域の安心安全を図る 

    ための施策の充実を図ります。生涯学習の面では、

夏冬休み期間中の子供たちの育成を図るため、世

代間交流を深めるとともに、地域に対する関心を

高める施策を実施します。 

                      社会福祉の面では、地域食堂の開催やサロンの充

実を図り、高齢者の生きがいにつながる施策の充

実を図ります。 

特色ある地域づくりのため別枠で交付される地

域事業推進費の活用では、通信費の削減とタイムリ 

ーな情報提供と緊急時の迅速な連絡を可能にするため、結ネットの利用者の拡大に努めます。さらに

地区住民の健康保持のため、健康ウォークを行います。 

 

令和 8年度の予算 

令和 7年度の決算 
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また、６年度に実施した話し合い事業で

出されたクロモジの活用については、お茶

やハーブの商品化に取り組みます。さら

に、オータムフェスティバルを実施し、地域

住民や子供たちの交流促進を図り、活力

ある広瀬舘づくりに努めます。 

費　　　目K3:N1K3:N21 事　　　　業 予算額 内　　　　　　　容

地域づくり費 防災・防火 110,000 防災訓練の実施、消防団活動支援、防犯防災パレード

環境・安全 1,006,500
花いっぱい推進事業、農村公園管理、河川草刈り。里山再生事
業、ゴミステーション等除雪

交通安全 34,000 交通安全事業支援

交通安全 80,000 防犯灯の維持管理(LED化補助)、農村公園の防犯灯

地域連携 64,000 広報「ひろせたち」発行関係経費

負担金・研修費、交際費 150,000
連合会等の負担金・研修会の参加費等、南部小学校校区運動会・
消防出初式への出席、金沢瀑涌福光線促進同盟負担金

会議費 184,000 総会・理事会・部会会議費

旅　　費 35,000 協議会役員．事務局職員等の出張旅費

地域推進費 850,000 別記のとおり

生涯学習推進費 　 住民暮らし関連 630,000
地区・校区運動会、成人クラブ支援、夏・冬休み期間中等における
児童の育成、少年消防隊活動支援、教育振興会・小中教育振興
会負担金、

住民教養関連 370,000
男女共同参画推進支援事業「男と女の料理教室」開催、ふれあい
祭の開催、城山整備に伴う経費、左義長の実施老人会活動の支
援

社会福祉推進費 　 地域福祉支援 147,000
地域食堂の実施、食生活改善推進事業支援、ケアネットの実施・
サロンの開催

高齢者生活支援 238,000 老人会福寿大学開催経費等支援

敬老会関係支援 197,000 敬老会の開催

施設維持管理事業 1,440,000
電気、ガス、上下．水道料金、通信、修繕・消耗品・印刷に伴う経
費、備品購入経費、コピー機賃借料、手数料等

人件費 給与・手当 5,180,500
事務局職員給与、労働保険、環境安全、社会福祉、生涯学習担当
部長の手当、協議会の会長、副会長、評議員、理事の手当

予備費 432,500

11,148,500合　　　　　　　　　計



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別記 単位:　円

費　　　目 事　　　　業 予算額 内　　　　　　　容

地域事業推進費 結ネット活用促進事業 50,000
結ネット利用者の加入促進　現在７４世帯加入を１５０世帯に（８
０％）

防災活動推進事業 50,000 防災訓練の実施

健康づくり推進事業 50,000 健康ウォークの実施

ごみ出し支援事業 50,000 高齢世帯及び障害者世帯のゴミ出し支援

じょうぐちの除雪支援事業 50,000 高齢世帯及び障害者世帯の常口の除雪

地域組織児童健全育成事業 50,000
子どもの居場所づくりの名称：サツマイモ植え付、ｅスポーツの実施
開催の頻度：年4回

子ども食堂運営事業 200,000 地域食堂と連携して実施する。年６回実施

空き家対策推進事業 50,000 空き家の実態調査を行うとともに、空き家周りの雑草と雑木の除去

地域内記念碑等維持管理事
業

100,000 広瀬舘地区内の記念碑等の整備

地域内道路等維持サポート
事業

100,000

実施時期　７月～８月
路線　　　　舘２路線（舘２号線、南谷線）、祖谷１路線（祖谷２　号
線）
区間等

クロモジの活用、成政のＰＲ、
フリーマーケットの開催

100,000
令和6年度に実施した話し合い事業で各チームが提唱したアクショ
ンプランに基づき取り組みを行う。

850,000合　　　　　　　　　計

 

5月 4日（月）、湯浅直之さん（舘）が

丹精込めて栽培されたクンシラン（君子

蘭）の鉢をお借りし、センター前に飾ら

せてもらいました。 

つぼみが咲き始め、オレンジの花が愛

らしく咲き誇っています。 

花はこれからまだしばらくは見られる

と思いますので、センター 

にお越しの際はぜひご覧く 

ださい。 
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（80％） 
 結ネット利用者の加入促進 現在 74 世帯加入を 150 世帯に（80％） 
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             5月 21日（木）、広瀬舘交流センターにおいて、講師に日本石仏

協会理事で砺波地方の石仏研究の第一人者である尾田武雄氏を招

き、「福光の石仏」と題しての講演を聞きました。 

             福光には665体の石仏があることや石仏造立の意義、石仏の種類

など画像での分かりやすい説明に参加者は耳を傾けていました。 

道端の片隅や 

お宮さんの境内などにある何気なく見過ご 

してしまいそうな小さな石仏たちにも一体 

一体地域の安全、五穀豊穣を願った先人た 

ちの切実な祈りや「心意気」が込められて 

いることなど石仏は命を通わせた地域の 

「文化財」であることを知る良い機会になり 

ました。 

         

5 月 20 日(水)、福光老連 

カローリング部会親善大会が 

福光体育館で開催されました。 

20 チームの参加で競技が始まり、各チーム２試合ずつ

試合をして合計点で勝敗が決定しました。 

広瀬舘カローリング部会からは 2 チームで参加しま

した。 

試合終了後、表彰式が行われ広瀬舘 A チームが優勝

しました。 

 

5 月 10 日（日）、5 時半から老人クラブの皆さんに農村 

公園の草刈りをしていただきました。毎年、やって頂いて 

いることもあり、交流センターに来られる人からは、「いつ 

も綺麗ですね」との声をもらっています。本当に有難うご 

ざいます。今年度も 4回実施の予定です。よろしくお願いい 

たします。 

会員の皆さんには朝早くから、草刈りお疲れさまでした。 
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交流センターの和室二間の障子の破れが目立

ち、みすぼらしくなってきたので新しく張り替

えました。 

白さを取り戻し 

た障子ごしに差し 

込む光は柔らかく、 

部屋全体が明るく 

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広瀬舘の世帯数・人口 ４月末 

 

区分 世帯数 
人  口 

男 女 計 

祖谷 43 67 70 137 

小坂 98 143 145 288 

舘 45 63 72 135 

計 186 273 287 560 

 

日  曜 行    事  時   間 場  所 

２ 火 図書入替 午前中 交流センター 

４ 木 JA 女性部役員会 19：30～ 交流センター 

6 土 火の用心歌の練習＆火の用心まわり 8：00～ 交流センター 

9 火 ふれあいクラブ 13：30～15：00 交流センター 

10 水 みんなのサロン 9：30～11：00 交流センター 

14 日 農村公園草刈り 5：30～ 農村公園 

18 木 福寿大学 14：00～ 交流センター 

20 土 健康マージャン 13：30～17：00 交流センター 

23 火 セルタスグループ 9：30～ 交流センター 

〃 〃 ふれあいクラブ 13：30～15：00 交流センター 

26 金 青パト巡回 夕刻～ 地区内 

27 土 火の用心まわり ８：００～ 広瀨舘消防屯所前 

28 日 広瀨舘地区運動会 13：00～ 広瀨舘運動広場 

 
 

 
 
 

・実  施  日  6 月 26 日（金） 

・実 施 時 間  午後 6時～午後 7時の約１時間（時間は任意です） 

・今月の巡回者  常本 良盛さん、常本 剛弘さん よろしくお願いします。 

   

 

６月の予定 
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5 月 7 日（木）、JA 女性部広瀬舘支部では、 

石村修子（千華園）さんの指導で「寄せ植え 

教室」を行いました。 

参加者 24 名は 7種類の夏の花苗をそれぞれ 

レイアウトして素敵な寄せ植えが完成しました。 

今年も地域の部員の皆さんが参加できる企画で 

楽しく活動をしていきましょう。 

交流センターより 


